
















































































































































































































































































佐治祐吉  7勝5敗（勝率5割8分） 豊島与志雄  9勝 9敗1引分け（5割）
十一谷義三郎 13勝9敗（5割9分） 西川勉 11勝13敗（4割6分）
佐々木味津三  8勝7敗（5割3分） 霜田史光  7勝11敗（3割9分）
多ケ谷信乃 10勝9敗（5割3分） 田中総一郎  1勝 8敗（1割1分）




















































































































































































































































































































































見る ｢川堤｣ は ｢平凡｣「単調」であるが、｢川堤｣ は画題以外の大きな意
義があるのだと述べている。
　森田はまず、次のように述べている。
　　　画欲のためにカンバスを携えて行けば失望するのが当然のように
も思える。私は私の生れた村の付近から、蜿
えん
蜒
えん
として数十里、T川が太
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平洋に入るまで、野の間を続く草
くさ
土
ど
堤
て
にむずかしい要求などをせずに、
東京住いの今の自分の体を、時々寝ころがして貰
もら
うだけでも、画債の催
促に押し詰った心を休めることが出来るのだ。だから私のような宿命的
の平野人と、制作本位に心が一杯になっている人とは、あんな川堤を見
る眼が違うのは当然であるのだ。画欲本位で見る川堤は、何
ど
処
こ
へ行って
も、多く平凡な単調なものに相違ない《注３》。
　森田はまた、次のように述べている。
　　　どっちにしても黙って一二時間過ごせる人と対
たいしゃく
酌し、黙って日の
照って居る土
ど
堤
て
を半日相手にし、音を立てずに悠々流れる川水を見たり
することは、疲れた心を休めるためにも、私の時に必要とすることでも
ある《注４》。
　このように画家森田恒友は、慰藉として「川堤」の意義に言及している。
史光とて同じ思いだっただろう。
　ところで、｢川堤｣ を愛好した芸術家に与謝蕪村がいる。蕪村について
森田は次のように述べている。
　　　蕪村という人も川堤を好んだ人か、｢春風馬堤曲｣ というものは
少年時の私を深く動かしたものだった。今も私は春の堤を歩きながら、
折々 ｢春風や堤長くして家遠し｣ などと一人口ずさむこともある。あれ
は自分のような土臭いものの心には、華
はな
やか過ぎる詩ではあるが、やは
り蕪村のような才華に優れた詩人でなければ、あれだけの川堤の詩は出
来そうもない《注５》。
　史光は成人してからも実家のある浦和によく帰った。そして、荒川沿い
の堤をよく散歩した。堤の横腹は、まさに母の懐
ふところ
のような感じを彼に与え
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た。そこに寝転んでいるとまるで母の懐に抱かれているような温かさが伝
わってきた。殊に春先の南側の堤は温かく、草の上にじっと寝転んでいる
と、知らぬ間に眠ってしまうのだった。
　古来、人はその生れた風土、環境によって精神が形成されるという。霜
田史光は浦和の実家の傍の荒川、及び、その川堤によって心が育てられた
と言い得る。
［注］
《１》　森田恒友『平野雑筆』（古今書院、昭和九年三月）所収 ｢続平野雑筆」。
引用は同書11ページ。但し、仮名遣い等は現代表記に改めた。
《２》　霜田史光 ｢蓮華草の中に｣（『蒼空』第二巻第五号、大正八年五月）。
但し、仮名遣い等は現代表記に改めた。
《３》　前出《１》『平野雑筆』所収 ｢川堤の話｣。引用は同書211～212ページ。
但し、仮名遣い等は現代表記に改めた。
《４》　前出《１》『平野雑筆』所収 ｢川堤の話｣。引用は同書212～213ページ。
《５》　前出《１》『平野雑筆』所収 ｢川堤の話｣。引用は同書215ページ。
（18）　終りに　　再び述べる、霜田史光の文学史的位置　　
　霜田史光の文学史的位置については既に何回か数えきれないくらいに述
べてきたので、ここではごく簡潔に述べておく。
　霜田史光について今は知らないという人が少なくなった。それは情報社
会のおかげである。しかし、わたくしが史光について研究を始めた頃は、
そうではなかった。なにしろ36歳９ヵ月という若さで亡くなったから、生
前の彼を記憶している人が少ない。それに著書も少ないから文学事典など
にも碌なことが書かれていない。だが、文学雑誌を始め新聞や単行本など
を調べていくうちに、この文学者が非常に精力的な活動をしていたのだと
いうことがわかってきた。そして、なにしろ幸運だったことは、史光の親
霜田史光研究落穂拾い（その４）
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類縁者に会うことができたことである。文学者についての研究は、書き残
された文献のみならず、その人についての研究でもあるのだから、知人友
人からの聞き書きが大切である。しかし、そうはいっても人の記憶には誤
りや誇張があるから注意を要する。そうなると、やはり、書き残された文
献の発掘ということが大事になり、また、その文献をどう価値づけるか、
どう読み込むかという研究者の「資料を読み込む力」が重要になってくる。
　研究のイロハはそれくらいにして、さっそく本題に入ると、霜田史光は
宮澤賢治とほぼ同じ時代を生きた人だということである。賢治は東北の花
巻から中央の東京を目ざして上京したが、史光はそれに比べるとはるかに
近い所に住んでいたので東京に出ることは難儀でも何でもなかった。埼玉
の浦和にいて、少年の頃から文を書いたり詩のようなものを作ったりする
のが好きだった。一つ上の兄静志（本名、利平）は勉強がよくできた上に、
絵を描くのが好きだった。家は兄弟姉妹がたくさんいる農家だった。そん
な中から末の兄弟（静志と史光）が東京へ出て、羽ばたいた。
　兄は画家を目ざしたが、途中から美術教師となり、さらに、心理学を学
び、美術教育と心理学の研究者になった。イギリスの自由学校で有名なA・
S・ニイルの翻訳で知られている。
　弟の史光は、工科学校で建築を学んだが、どうしても文学がやりたくて、
電話局や銀行で働きながら、その合間に詩を書いた。当時の詩壇は白露時
代とも言われ、北原白秋と三木露風が星のように輝いていた。史光は三木
露風に近づき、詩誌『未来』の同人になった。露風門下の四天王のように
して、華々しくデビューした。しかし、師匠はいつまでも弟子の面倒を見
ているわけではない。露風はカトリックに入信し、宗教詩人として北海道
のトラピスト修道院に籠ったりする。そして、詩壇は白露時代から、次の
若い世代へと移行していく。萩原朔太郎、室生犀星らの『感情』詩派、さ
らに、辻潤・萩原恭次郎らのダダイズム派、岡本潤・小野十三郎ら『赤と黒』
のアナーキスト詩派らが続々と登場する一方、福田正夫・白鳥省吾・百田
宗治ら『日本詩人』に集まる民衆詩派がある。このような群雄割拠という
−22−
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か、立場や考えの違う詩誌が乱立する中、霜田史光も詩壇の海を漂流した。
　彼は初め、西條八十・柳沢健らと『詩王』という詩誌を刊行していたが、
初めての詩集『流れの秋』を出版してからは、白鳥省吾・福田正夫らの民
衆詩派に近づく。つまり、芸術至上主義とでもいうべく、詩の純粋性重視
の立場から、「民衆のための詩」という、いわゆる詩の大衆化運動に変化
していく。そして、その究極が、「新民謡の創作と普及」という活動である。
それは大正中期から盛んになった「民衆芸術論」の影響を受けたものと思
われる。
　今それを彼の関わった主要雑誌の変遷で示すと、次のようになる。
　『未来』（大正４年～６年）→『詩王』（大正８年～９年）→『小説倶
楽部』（大正10年）→『日本詩人』（大正11年～12年）→『民謡詩人』（昭
和２年～３年）
　『未来』『詩王』の時期は芸術至上主義の純粋詩の時代、『小説倶楽部』
以降は新民謡の時代である。『日本詩人』の時期は過渡期であり、純粋詩
のようなものも一部、作っている。そして、全体的に見ると、史光の詩風
は徐々に平明になり、文語調から口語調になる。初期は難解な象徴詩のよ
うなものもあり、これは露風の影響を強く受けたからである。露風の象徴
詩は、よく言われるように、本場フランスの象徴詩と異なり、日本風のも
のである。西行の和歌や、松尾芭蕉の俳諧のような詩的象徴性であると研
究者諸家から評されている。しかし、それはともかく、史光はこの時期、
つまり、芸術至上主義の純粋詩の時代において、なかなか佳い詩を作って
いる。その一部は、唯一の詩集『流れの秋』に収められている。しかし、
その数は少ない。あともうちょっと、彼の芸術至上主義の純粋詩を読みた
い。そう思う読者もいるのではなかろうか。
　霜田史光は、本業は詩人であるが、他に童話、戯曲、随筆などたくさん
の散文を残している。いずれも個性的で味わい深いが、特に講談本などか
霜田史光研究落穂拾い（その４）
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ら材を得た童話に面白いものがある。
　いずれにしても霜田史光という文学者は未完成だったので、未完成なる
が故の魅力が存すると言うことができる。
（19）　霜田史光著作目録、霜田史光研究参考文献目録の補遺
　以下は、わたくしの著書二冊（『評伝　霜田史光』『霜田史光　　作品と
研究』）所収の「霜田史光年譜」「霜田史光作品年譜」「霜田史光参考文献一覧」
の補遺として記す。
　［霜田史光年譜及び著作目録の補遺］
大正12年２月
　詩「権現様の鳩」『蟻の塔』第2号
　　＊歌うためにつくられた詩。草川信の楽譜が付いている。
大正13年４月
エッセイ「詩とその作曲に就
つい
て（上）」『音楽新潮』　＊（下）は未確認
大正13年９月
　詩「夜の虫」『真砂』第２年９号
大正13年12月
　詩「恋の幽霊」『真砂』第２年12号
大正14年４月
　戯曲「未来の女（＊続き）」『真砂』第３年４号
大正14年７月
日本民謡協会が設立。機関誌『日本民謡』を霜田史光が編輯。発行所は
東京市下谷区御徒町3−67　日本民謡協会。但し、９月から10月にかけ
て民謡運動の進め方で意見が分かれ、脱会する者多し。
大正14年10月
英
はなぶさ
美子（渋谷栄一の夫人）の第１詩集『白橋の上に』（発行・真砂社
−24−
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出版部）の出版記念会が銀座のキタニホン楼上であり、出席。
大正15年２月
　詩「どよめき」『真砂』第４年２号
大正15年６月
白鳥省吾が大地舎を起こし、詩誌『地上楽園』を創刊。農民の生活と結
びつき、地方文化の向上を目ざす。史光も協力する。
大正15年８月
「霜田史光氏、ここ二三年詩壇からも隠れて大衆物に手を染めたり、
二三の劇団に関係したりして、多忙繁雑を極めたが、左記に静かな生活
を九月一杯なし、第二段の活躍を試みる準備をなす由。（＊左記住所は）
神奈川県三浦郡三崎町二町谷白石　小川いち方」　『真砂』第４年９号の
〈消息〉欄より
　［アンソロジー等収録作品］
『評釈　大正詩読本第二巻』中西悟堂編著　紅玉堂書店　大正15年８月
　　　　「雪降る夜半」＊初出は『日本詩人』大正11年５月号
『古今民謡選』松村又一編　泰文館書店　昭和４年４月
　　　　「酒の唄」　初出不明
　　　　「初夏三崎風景」　初出不明
　［研究参考文献］
伊藤信吉「白鳥省吾の世界（上）（中）（下）」　岩波書店『文学』1985年１
月号、1985年６月号、1986年６月号
安　智史「論争する民衆詩派　　白鳥省吾VS北原白秋　その周辺　　」　
日本近代文学会『日本近代文学』第67集　2002年10月
筒井清忠『西條八十』中央公論社＊中公叢書　2005年３月
筒井清忠「西條八十の歌謡観　　「うた」の岐路としての現代」　学燈社『國
文学』2006年８月号
霜田史光研究落穂拾い（その４）
−25−
（20）　附記及び総目次
　［附記］　　拙稿「霜田史光研究落穂拾い（その２）」（『白鷗大学論集』
第30巻第１号　2015年９月）の中での誤記を訂正する。その論考の第（10）
章「童話「額を打たれた西行法師」の典拠と人物名の訂正」で、西行の供
をした法師の名を「西往」としたが、その後の調査で「西住」が正しいと
判明した。『仏教史談』中の表記「西往」が誤植であることが明らかになっ
たからである。よって、西行の供をした法師の名は従来どおり、「西住」（さ
いじゅう。旧仮名表記は、さいぢゆう）である。
　［総目次］　　拙稿「霜田史光研究落穂拾い」（『白鷗大学論集』連載）の
総目次を、次に掲げる。
（その１）……第29巻第１～２合併号　（2015年３月）
　　　　　　　はじめに
　　　　　　　（１）　ペンネーム史光の読み方
　　　　　　　（２）　エリザベス・アプタン
　　　　　　　（３）　日本工科学校
　　　　　　　（４）　史光の妻寿惠
　　　　　　　（５）　史光の少女小説「詩人の妹」
　　　　　　　（６）　一少女の眼に映った史光
　　　　　　　（７）　石井桃子と校友会雑誌
（その２）……第30巻第１号　（2015年９月）
　　　　　　　（８）　戯曲「血みどろ月」とその周辺
　　　　　　　（９）　史光の戯曲作品リスト及び雑誌『真
ま さ ご
砂』掲載作品リ
　　　　　　　　　　スト
　　　　　　　（10）　童話「額を打たれた西行法師」の典拠と人物名の訂
　　　　　　　　　　正
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（その３）……第30巻第２号　（2016年３月）
　　　　　　　（11）　藤澤衛彦と大正期民謡祭
　　　　　　　（12）　井上康文の霜田史光論
　　　　　　　（13）　福田正夫における「民衆詩派らしい特徴」
　　　　　　　（14）　女学生における「理想の人間」と九条武子
（その４）……第31巻第１号　（2016年９月）　　
　　　　　　　（15）　大正期・昭和初期の文壇資料と霜田史光　
　　　　　　　　　　　　　『中央文学』『文章倶楽部』　　
　　　　　　　（16）　雑誌『小説倶楽部』と霜田史光
　　　　　　　（17）　田園画家森田恒友と霜田史光
　　　　　　　（18）　終りに
　　　　　　　　　　　　　再び述べる、霜田史光の文学史的位置 　
　　　　　　　（19）　霜田史光著作目録、霜田史光研究参考文献目録の補
　　　　　　　　　　遺
　　　　　　　（20）　附記及び総目次
（本学教育学部教授）
